
う
ち
ん
た
ぁ
の
お
宝
、
な
ん
や
ね
？

第
９
回 

柿
野
・
白
鳥
神
社

�

～
中
馬
街
道
の
賑
わ
い
を
伝
え
る
～

連
　
続

コ
ラ
ム

美
濃
陶
磁
歴
史
館
だ
よ
り

７
月
号
で
も
ご
紹
介
し
た
中
馬
街
道
は

信
州
飯
田
と
名
古
屋
と
を
結
び
、
土
岐
市

内
で
は
曽
木
、
鶴
里
町
細
野
、
柿
野
を
通

り
ま
す
。
明
治
時
代
末
に
鉄
道
が
開
通
す

る
以
前
に
は
、
物
資
の
輸
送
や
旅
の
人
々

の
往
来
が
盛
ん
な
街
道
で
し
た
。

柿
野
の
中
馬
街
道
に
面
し
て
建
つ
白し
ら
鳥と
り

神
社
は
、
村
の
産う
ぶ
す
な
が
み



土
神
と
し
て
地
域
を
見

守
り
、
街
道
の
賑
わ
い
を
見
つ
め
て
き
た

歴
史
あ
る
社
で
す
。
神
社
の
創
建
年
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
神
社
に
残
る
最

も
古
い
棟
札
が
嘉
吉
２
年
（
１
４
４
２
）

の
た
め
、
室
町
時
代
の
15
世
紀
以
前
の
創

建
と
い
え
ま
す
。
境
内
に
は
荘
厳
な
社
殿

や
９
つ
の
末
社
が
建
ち
並
ぶ
ほ
か
、
立
派

な
「
ま
わ
り
舞
台
」
も
残
さ
れ
、
街
道
を

中
心
に
栄
え
た
往
時
の
柿
野
村
を
偲
ば
せ

ま
す
。

江
戸
時
代
に
柿
野
村
の
庄
屋
を
務
め
た

林
家
日
記
を
読
み
解
く
と
、
白
鳥
神
社
の

秋
祭
り
に
は
、
遠
方
か
ら
旅
回
り
の
興
行

師
が
来
て
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
記
か
ら
秋

祭
り
の
記
述
を
み
て
み
る
と
…

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）

　

八
月
十
四
日
曇
り

　
　

力※１
持
来
る
、
夕
方
に
大※
２
入
り
を
す
る

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

　

八
月
十
四
日
吉

　
　

名
古
屋
よ
り
物※３
ま
ね
六
人
来
る

　

八
月
十
五
日
吉
少
々
雨
ふ
り

　
　

御※４
祭
馬
三
ッ
、
物
ま
ね
す
る

旧
暦
８
月
は
、
現
在
の
９
～
10
月
頃
で

す
。
弘
化
３
年
の
興
行「※
１
力
持
ち
」
は
大※２

入
り
の
大
盛
況
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
翌
年

は
、
名
古
屋
か
ら
モ※３
ノ
マ
ネ
芸
人
六
人
組

が
来
て
い
ま
す
。
８
月
15
日
に
は
「※
４
御
祭

馬
」（
花
馬
）
も
三
頭
出
さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
に
は
柿
野
以
外
か
ら
も
多
く
の
人
が

集
ま
り
、
賑
わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
興

行
は
境
内
に
残
る
舞
台
で
行
わ
れ
た
と
み

ら
れ
、 

文
化
12
年
（
１
８
１
５
）
建
立
の

記
録
が
あ
る
こ
の
舞
台
で
は
、
地
域
住
民

に
よ
る
地
歌
舞
伎
も
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

小山冨士夫と美濃 －昭和の窯業界のあゆみとともに－
世界的な陶磁研究者として知られる小山冨士夫が最晩年を過ご

した土岐市。五斗蒔に「花の木窯」を築窯し精力的に制作活動を
行った小山の陶芸家としての一面を紹介します。

特別展
の

ご案内

前期　９月17日（金）～12月５日（日）
後期　12月９日（木）～令和４年２月13日（日）

美濃陶磁歴史館
（☎ �1245）

白
鳥
神
社
社
殿

境内に残る舞台

『鶴里町誌』
第一巻より転載

舞台衣装をつけた
地歌舞伎の役者
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